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日本遺産　追加認定／コンテンツ

まちのわだい

平成２９年第２回定例会

串本町職員採用試験／町営住宅入居者募集

後期高齢者医療制度からのお知らせ／ねんりんピッ

ク紀の国わかやま２０１９

国保財政の健全化に向けて（２９）

労働条件ポータルサイト「確かめよう　労働条件」

をご存知ですか？／自衛官等募集案内

串本海中観察会の開催／マリンスクールの開催

花火大会 ご寄付のお願い／巡視船に乗ってみよう

普通救命講習／全国版救急受診アプリ（Ｑ
きゅうすけ

助）

串本を元気にする事業を募集します！

子育て支援室「りぼん」

保健センターだより

くしもと町立病院コーナー

「悪質商法」  こんなときは「１
い や や

８８」にダイヤルを！

よろこびかなしみ／地域おこし協力隊

火災・救急件数／人口／お知らせ／相談／納税

２０１６年、和歌山県の熊野灘沿岸地域の捕鯨文化に関するストーリー「鯨とともに
生きる」が日本遺産に認定され、このほど構成文化財が新たに追加認定されました。

「鯨とともに生きる」追加認定
日本遺 産

▲ 樫野崎の鯨山見

▲ 古座組鯨方石宝▲ 串本町史編纂資料
　（鯨文書）

▲ 有田八幡神社寄進札

▲ 串本町史編纂資料
　（喜多野又兵衛板書）

■追加認定された構成文化財（串本町分）

　
田
辺
市
か
ら
来
た
小
学
３
年
生
の
女

の
子
は
、「
去
年
楽
し
か
っ
た
か
ら
友

達
を
連
れ
て
来
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
串
本
の
ト
コ
ブ
シ
や
サ
ザ

エ
、サ
メ
の
干
物
、平
天
な
ど
海
鮮
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
と
お
に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
の
周

り
は
お
目
当
て
の
食
材
の
焼
き
上
が
り

を
待
つ
方
々
で
常
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
　

　
今
回
の
清
掃
活
動
で
、
空
き
缶
や
タ

イ
ヤ
な
ど
軽
ダ
ン
プ
約
２
台
分
の
ご
み

を
回
収
し
ま
し
た
。

　

１２

４

５

①こぎ方の練習　②水上からごみ
を回収　③サメとアジの干物の焼
き上がりを待つ皆さん　④上手に
バランスを取って瀬をクリア　
⑤犬もカヌーを満喫

３ 　
５
月
21
日
、
カ
ヌ
ー
で
古
座
川
を
下

り
な
が
ら
ご
み
拾
い
を
す
る
「
古
座
川

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」（
串
本
ア

ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
県
内
や
近
畿
各

地
か
ら
約
70
名
の
方
と
参
加
者
の
愛
犬

３
匹
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
素
晴
ら
し
い
天
候
の
中
、
参
加
者
は

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

一
枚
岩
か
ら
ぼ
た
ん
荘
前
ま
で
の
約
13

㎞
を
５
時
間
か
け
、
雄
大
な
自
然
を
楽

し
み
な
が
ら
ご
み
拾
い
を
し
ま
し
た
。

心
も
川
も
ス
ッ
キ
リ

第
17
回 

古
座
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

空き缶やタイヤなどのごみを回収
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４

５

救
命
措
置
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
救
急
隊
が
こ
の
訓
練
に
参
加
す
る
の

は
初
め
て
で
し
た
が
、
山
﨑
茂
生
串
本

署
長
は
「
連
携
が
と
れ
て
い
て
よ
か
っ

た
」
と
講
評
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
他
に
、
ロ
ー
プ
が
繋
が
っ
た
浮
き
輪

を
発
射
で
き
る
救
命
索
発
射
銃
の
取
扱

訓
練
や
消
火
ホ
ー
ス
に
空
気
を
入
れ
て

浮
き
輪
状
に
し
、
何
人
ま
で
耐
え
ら
れ

る
か
確
認
す
る
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

1

2

①ボートで救助に向かう潜水
隊　②潜水隊によって救出さ
れた方を救助隊が搬送　③救
急隊による救命措置　④訓練
では４人の重さに耐えられた
消火ホースの浮き輪　⑤浮き
輪を発射できる救命索発射銃

３

　
６
月
12
日
、
串
本
・
古
座
消
防
署
、

七
川
分
駐
所
の
計
35
人
の
消
防
隊
員
に

よ
る
水
難
救
助
訓
練
が
橋
杭
海
水
浴
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
毎
年
水
辺
で
の
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ズ
ン
前
で
あ
る
６
月
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
海
水
浴
場
で
２
人

が
溺
れ
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
、
通
報

を
受
け
て
か
ら
の
出
動
体
制
や
救
助
隊
、

潜
水
隊
に
よ
る
救
助
、
救
急
隊
に
よ
る

　
串
本
町
と
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

が
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
紹
介
す
る

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
協
働
発
行
す

る
に
あ
た
り
、
５
月
25
日
、
串
本
町
役

場
町
長
室
で
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
串
本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
同
様
の

冊
子
と
し
て
平
成
17
年
に
「
新
町
の
手

引
」、平
成
22
年
に「
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ
」

を
発
行
、
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
掲
載
内
容
の
更
新
と
新
た
に

防
災
、
医
療
な
ど
安
全
な
暮
ら
し
に
役

立
つ
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る

た
め
、
Ａ
４
版
の
フ
ル
カ
ラ
ー
で
作
製

し
ま
す
。

　
田
嶋
町
長
は
「
他
市
町
村
の
冊
子
も

見
た
が
、
と
て
も
見
や
す
く
町
民
の
皆

さ
ん
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
」

と
話
し
、
同
社
の
雲う

ん
り
ん
い
ん

林
院
英
幸
西
日
本

営
業
本
部
長
は
「
よ
い
も
の
を
作
る
た

め
頑
張
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
便
利
帳
の
印
刷
か
ら
発
行
ま
で
の
経

費
は
広
告
の
掲
載
料
で
ま
か
な
わ
れ
ま

す
。
完
成
は
11
月
頃
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
へ
配
布
し
ま
す
。

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
協
働
発
行
に
向
け
て

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
協
定

同社が発行した県内他市町村の便利帳（一部）

協定書を交わす田嶋町長と雲林院営業本部長（右）

水
難
事
故
に
備
え
て

水
辺
で
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
前
に
訓
練

　
プ
ー
ル
清
掃
は
大
島
小
学
校
の
児
童
、

教
職
員
や
保
護
者
、
大
島
区
民
の
皆
さ

ん
が
い
つ
も
使
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
プ
ー
ル
開
放

前
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
小
６
年
生
の
岩
谷
海
星
さ
ん
は

「
去
年
よ
り
壁
の
汚
れ
が
早
く
落
と
せ

た
。
プ
ー
ル
の
授
業
が
楽
し
み
」
と
一

生
懸
命
清
掃
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
海
が
近
く
、
串
本
の
町
を
眺
め
な
が

ら
泳
げ
る
プ
ー
ル
。
ぜ
ひ
期
間
中
に
泳

い
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

12

①タワシを使ってプールの壁や柵の汚れを落とす　
②狭い隙間もきれいに　
③一生懸命プールを磨く皆さん

３

　
６
月
12
日
、
大
島
プ
ー
ル
で
大
島
小

学
校
の
４
〜
６
年
生
の
児
童
・
教
師
や

保
護
者
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
約
40
名
が

プ
ー
ル
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
プ
ー
ル
は
毎
年
７
月
１
日
か
ら
８
月

31
日
の
期
間
、
朝
10
時
か
ら
夕
方
４
時

ま
で
一
般
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

般
の
方
は
有
料
（
中
学
生
以
下
と
高
齢

者
、
障
害
者
、
要
介
護
者
は
無
料
）
で

利
用
で
き
ま
す
が
、
大
島
内
の
幼
稚
園

や
学
校
が
水
泳
の
授
業
を
行
う
と
き
は
、

子
ど
も
た
ち
が
優
先
し
て
利
用
し
ま
す
。

　
６
月
１
日
、
和
歌
山
県
消
防
学
校
で

行
わ
れ
た
第
46
回
和
歌
山
県
消
防
救
助

技
術
会
で
串
本
町
消
防
本
部
が
ほ
ふ
く

救
出
と
引
揚
救
助
の
部
で
優
勝
。
ほ
ふ

く
救
出
チ
ー
ム
は
優
勝
チ
ー
ム
の
み
に

与
え
ら
れ
る
全
国
消
防
技
術
大
会
（
以

下
、
全
国
大
会
）
へ
の
出
場
権
を
手
に

し
、
引
揚
救
助
チ
ー
ム
は
東
近
畿
地
区

指
導
会
（
以
下
、
東
近
畿
大
会
）
へ
出

場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ほ
ふ
く
救
出
の
全
国
大
会
出
場
は
平

成
20
年
以
来
９
年
ぶ
り
。
同
本
部
代
表

と
し
て
出
場
し
た
３
チ
ー
ム
全
て
が
７

位
以
内
入
賞
と
好
成
績
を
収
め
、
引
揚

救
助
は
３
年
連
続
で
東
近
畿
大
会
へ
の

出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
岡
地
光
介
消
防
士
は
「
大
会
に
向
け
、

タ
イ
ム
を
重
視
し
て
訓
練
に
励
み
た

い
」
と
話
し
、
矢
野
敬
士
長
は
「
年
々

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
増
す
中
う
ま
い
こ
と

で
き
た
。
実
力
の
あ
る
チ
ー
ム
な
の
で

本
番
に
向
け
て
体
調
と
メ
ン
タ
ル
を
整

え
る
こ
と
が
大
事
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
東
近
畿
大
会
は
７
月
27
日
に
京
都
市

で
、
全
国
大
会
は
８
月
23
日
に
宮
城
県

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ほ
ふ
く
救
出
で
全
国
大
会
へ

県
消
防
技
術
大
会
で
２
種
目
優
勝

全国大会出場のほふく救出チーム（左から）岡地
消防士、田代消防士（要救助者）、川端消防士

Town Topics

東近畿大会出場の引揚救助チーム
（左から）峯園副士長、小西消防士、高井副士長、
城副士長、矢野士長（要救助者）

プ
ー
ル
開
き
前
に
み
ん
な
で
清
掃

串
本
町
大
島
プ
ー
ル
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平
成
29
年
　
第
２
回
定
例
会
　
諸
報
告
【
要
旨
】

　
平
成
29
年
串
本
町
議
会
第
２
回
定
例

会
が
６
月
14
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を

６
月
26
日
ま
で
の
13
日
間
と
し
て
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
田
嶋
町
長
よ
り
防
災
対
策

等
の
諸
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
諸
議
案

に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

屯
所
と
し
て
使
用
し
、
２
階
に
は
災
害

用
備
蓄
倉
庫
を
整
備
、
ま
た
敷
地
内
に

は
防
火
水
槽
を
設
置
す
る
な
ど
、
地
域

の
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
を
有

し
て
い
ま
す
。

　
平
素
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
集
会
等

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
配
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら

平
成
28
年
度
ま
で
の
３
か
年
で
町
内
全

地
域
の
希
望
す
る
世
帯
へ
の
設
置
を
完

了
い
た
し
ま
し
た
。
戸
別
受
信
機
は
災

害
時
に
確
実
に
情
報
を
伝
達
す
る
有
効

な
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
設

置
を
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
へ
の
普
及
活

動
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
３
月
に
完
成
し
た
植
松
防
災
セ

ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
２
階
建
て
で
２
階
と

屋
上
が
津
波
避
難
場
所
と
な
っ
て
お
り
、

約
２
０
０
名
が
避
難
で
き
る
施
設
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
１
階
部
分
は
消
防 諸報告を述べる田嶋町長

■ 

防
災
対
策

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
平
成
28
年

度
の
利
用
者
数
は
佐
部
・
上
田
原
線

で
３
万
１
９
０
０
人
、
大
島
・
出
雲

線
で
２
万
５
０
２
９
人
、
潮
岬
線

で
４
万
３
０
６
１
人
、
和
深
線
で

２
万
９
４
３
人
、
４
路
線
の
利
用
者
合

計
が
延
べ
１
２
万
９
３
３
人
、
利
用
料

収
入
は
１
５
９
６
万
４
３
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
運
行
開
始
か
ら
１
年

半
が
過
ぎ
、
多
く
の
町

民
か
ら
意
見
や
要
望
を

い
た
だ
き
な
が
ら
順
調

に
運
行
で
き
て
お
り
、

本
年
２
月
に
実
施
し
た

初
め
て
の
時
刻
表
改
正
時
に
は
大
き
な

混
乱
も
な
く
、
利
用
者
数
も
前
年
の

ペ
ー
ス
を
維
持
し
て
い
ま
す
の
で
、
住

民
の
日
常
の
交
通
手
段
と
し
て
定
着
し

て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
多
く
の
町
民
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
身
近
な
交
通
手
段
と
し
て
、

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
８
月
１
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で
の
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ト
レ
ス
市
ボ
ン

ダ
・
マ
ー
ロ
ン
市
長
夫
妻
、
ガ
ブ
リ
エ

ル
・
バ
ニ
議
員
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ブ

ラ
ウ
ン
議
員
が
日
本
を
訪
問
さ
れ
ま
す
。

　
ボ
ン
ダ
・
マ
ー
ロ
ン
市
長
は
昨
年
の

選
挙
に
お
い
て
、
新
た
に
市
長
に
な
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
８
月
２
日
か
ら
６
日

友
好
都
市
で
あ
る
当
町
を
訪
問
し
、
町

内
行
政
施
設
等
の
視
察
や
、
木
曜
島
遺

族
会
の
皆
さ
ま
方
と
の
交
流
を
深
め
ら

れ
る
予
定
で
す
。

　
期
間
中
、
串
本
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

町
民
と
の
交
流
も
深
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■ 

国
際
交
流

■ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
本
年
４
月
１
日
、
旧
串
本
建
設
部
庁

舎
に
東
牟
婁
振
興
局
串
本
建
設
部
近
畿

自
動
車
道
紀
南
高
速
事
務
所
が
設
置
さ

れ
、
和
歌
山
県
、
す
さ
み
町
お
よ
び
串

本
町
職
員
合
同
で
平
成
29
年
度
か
ら
平

成
30
年
度
ま
で
の
２
年
間
の
予
定
で
用

地
買
収
、
補
償
業
務
等
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
用
道
路
で
あ
る
サ
ン
ゴ

台
中
央
線
新
設
事
業
に
つ
い
て
も
、
平

成
29
年
度
よ
り
工
事
着
手
と
な
り
ま
す

の
で
、
国
土
交
通
省
等
関
係
機
関
と
連

携
し
、
本
体
工
事
に
影
響
が
で
な
い
よ

う
早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
国
大
会
を

目
指
し
て
訓
練
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

平成２９年　第２回定例会

■ 

高
速
道
路

■ 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

　

 

観
光
客
入
込
み
状
況

　
先
日
行
わ
れ
ま
し
た
、
和
歌
山
県
消

防
救
助
技
術
会
で
串
本
町
消
防
本
部
は
、

ほ
ふ
く
救
出
部
門
で
優
勝
し
、
９
年
ぶ

り
に
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
引
揚
救
助
部
門
も
優
勝
し
、
京

都
市
に
て
開
催
さ
れ
る
東
近
畿
大
会
に

　
串
本
町
へ
の
観
光
客
の
入
り
込
み
が

増
加
し
、
年
末
年
始
や
大
型
連
休
時
の

み
な
ら
ず
毎
週
末
、
道
の
駅
『
く
し
も

と
橋
杭
岩
』
の
駐
車
場
が
非
常
に
混
雑

し
、
入
場
で
き
ず
に
素
通
り
す
る
観
光

客
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
入
り

口
付
近
で
は
、
国
道
42
号
の
通
行
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
対
策
と
し
て
、
近
隣
の
和
歌
山

東
漁
協
串
本
支
所
橋
杭
連
絡
所
お
よ
び

周
辺
地
を
整
備
し
、
駐
車
場
を
拡
大
す

る
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員

会
に
諮
り
な
が
ら
、
全
体
構
想
お
よ
び

用
地
購
入
・
補
償
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■ 

橋
杭
漁
港
周
辺
整
備

　
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
や
紀
勢
自
動

車
道
の
延
伸
に
よ
る
マ
イ
カ
ー
で
の
観

光
客
が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
潮
岬
望

楼
の
芝
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
、
ア
ウ
ト
ド

ア
ブ
ー
ム
や
関
係
者
の
こ
れ
ま
で
の
ご

尽
力
も
あ
り
、
昨
年
度
の
１
．
５
倍
の

利
用
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
夏
本
番
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま
す
が
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ

れ
な
い
斬
新
な
発
想
で
串
本
町
ら
し
い

メ
ニ
ュ
ー
の
構
築
と
そ
の
情
報
発
信
を

積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

消
防
行
政

　
地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
の
進
捗
に
よ
り
医
療
需
要
が
大
き

く
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
確
立
を
図
る
た
め

の｢

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築｣

が
提
唱
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
現
在
各

都
道
府
県
で
は
地
域
医
療
構
想
を
策
定

し
、
医
療
圏
ご
と
に
２
０
２
５
年
の
必

要
病
床
数
を
定
め
る
な
ど
、
病
床
機
能

の
再
編
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
医
療
構
想
の
中
に
お
け
る

新
宮
医
療
圏
の
２
０
２
５
年
時
点
で
の

必
要
病
床
数
は
、
２
０
１
５
年
と
比
べ

急
性
期
と
慢
性
期
の
病
床
全
体
で
45
％
、

数
に
し
て
４
８
０
床
が
超
過
し
て
い
る

と
示
さ
れ
て
お
り
、
病
床
を
有
す
る
各

医
療
機
関
で
は
、
現
在
の
病
床
機
能
を

変
更
す
る
と
と
も
に
２
０
２
５
年
に
向

け
て
病
床
数
を
見
直
す
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

■ 

く
し
も
と
町
立
病
院

ゴールデンウィーク中の潮岬望楼の芝キャンプ場

道の駅「くしもと橋杭岩」



広報くしもと　2017 年 7月号9 広報くしもと　2017 年 7月号 8

串本町では、次のとおり平成２９年度職員採用試験を実施します。

総務課からのお知らせ

串本町職員採用試験のご案内

■試験日
　第一次試験　　平成２９年９月１７日（日）※予定
　第二次試験　　未定（平成２９年１０月中旬以降に実施予定）
　　※　試験時間・会場等は、受験申込者にお知らせします。
■受付期間
　平成２９年７月２８日（金）～平成２９年８月１５日（火）　
　午前８時３０分から午後５時まで　※土・日、祝日を除く
■提出書類
①受験申込書（町指定用紙）
　受験申込書は、串本町役場総務課（本庁舎内）で配布します。
　また、串本町ホームページからダウンロードできます。
②返信用封筒
　長形３号の封筒に住所および氏名を記入し、８２円切手を貼付してください。
■提出方法
　必要書類を整え、串本町役場総務課へ直接提出してください。
　郵送の場合は、必ず特定記録郵便または簡易書留で郵送することとし、封筒の表に「職員採用試
　験申込」と朱書きし、串本町役場総務課へ郵送してください。受付期間最終日の消印有効とします。
■採用
　平成３０年４月１日

◇提出・お問い合わせ先◇
　〒６４９‐３５９２　串本町串本１８００
　　串本町役場　総務課　℡　０７３５‐６２‐０５５５

職種 採用人数 受験資格

一般事務職 　５名程度 昭和６２年４月２日以降に生まれた人

土木技術職 　１名程度 昭和５７年４月２日以降に生まれた人で、土木の専門課程を
履修した人（履修見込みを含みます。）

保育士
幼稚園教諭 　３名程度

昭和５７年４月２日以降に生まれた人で、保育士資格と幼稚
園教諭免許の両方を有する人または平成３０年３月３１日ま
でに両方の資格、免許を有する見込みの人

消防職 　１名程度

平成元年４月２日以降（救急救命士免許を有する人は昭和　　
６２年４月２日以降）に生まれた人で、次の要件を全て満た
す人
ア　色覚、聴覚、言語および運動機能等に支障がない人
イ　視力（矯正視力を含む）が両眼で０．７以上、かつ
　　一眼でそれぞれ０．３以上である人
ウ　在職中、串本町内または古座川町内に居住できる人

お知らせワイド
information

総務課からのお知らせ

■お申し込み等の日程
　・申込書の配布
　　[ 期　間 ]　  平成２９年７月３日（月）～平成２９年７月１４日（金） 
　　　　　　　　※　ただし、土・日曜日は除きます。
　　[時　間 ]　  午前８時３０分～午後５時１５分
　　[ 場　所 ]　  串本町役場本庁舎　総務課　または、
　　　　　　　　串本町役場本庁舎・分庁舎　住民課でも配布します。
　・申込書の受付
　　[期　間 ]　  平成２９年７月３日（月）～平成２９年７月１４日（金） 
　　　　　　　　※　ただし、土・日曜日は除きます。
　　[時　間 ]　  午前８時３０分～午後５時１５分
　　[ 場　所 ]　  串本町役場本庁舎　総務課　
　　　　　　　　※　分庁舎では、受付をしておりませんのでご注意ください。
■お申し込み資格
　（１）　串本町内に住所または勤務先を有する方。
　（２）　現に住宅に困窮していることが明らかな方。
　（３）　同居しようとする親族があり、本人を含めて２人以上の世帯であること。
　　　　ただし、老人、身体障がい者、その他特に居住の安定を図る必要がある方として条例で
　　　　定める方については、単身で入居することができる。
　（４）　町税等の滞納が無いこと。
　（５）　本人および同居人の収入を加算して、年間所得金額が条例の規定以内であること。
　（６）　警察署と協定する法律に規定の暴力団員でないこと。
　（７）　現在公営住宅に入居していないこと。（ただし、世帯分離し独立される方を除く。）
　 ※ 　その他の事項については法令を遵守します。
■お申し込みに必要な書類
　①町営住宅入居申込書　　　　　②収入証明書（課税証明書および源泉徴収票等）　 　 　　
　③納税証明書　　　　　　　　　④住民票　　　　　　　　　　　
　⑤婚約証明書（※該当者のみ）

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　総務課　℡　０７３５‐６２‐０５５５

お知らせワイド
information

■募集団地
団　地　名 所　在　地 住宅の間取り 募集戸数 月　額　家　賃

大島田代団地
（4号室） 大島1685番地の1 3DK簡易耐火構造2階建て 1戸 11,100円～

16,500円

植松団地
（303号室） 串本1754番地の1 3DK低層耐火構造 1戸 10,700円～

15,900円

田並団地
（404号室） 田並1067番地3 3DK

中層耐火構造 1戸 10,200円～
15,200円

　※　入居の際には、連帯保証人２名および家賃３か月分の敷金が必要です。

町営住宅入居者募集のお知らせ



広報くしもと　2017 年 7月号11 広報くしもと　2017 年 7月号 10

　平成２９年７月３１日の有効期限満了に伴い、保険証を更新します。
　新しい保険証は、７月初旬ごろから順次、簡易書留郵便にて送付いたします。
　※　保険証はお手元に届き次第ご使用いただけます。現在お持ちの保険証に
　　　ついては、ご自身で処分するか役場にご返却ください。
　※　保険料の納付が滞っている場合、保険証の送付を一時保留させていただき、納付できない事
　　　由について聞かせていただきます。状況によっては短期保険証や資格証明書を交付します。

住民課からのお知らせ

後期高齢者医療制度からのお知らせ

■普通徴収（口座振替・納付書による納付）
　※　保険料の決定通知・納付書は７月中旬に送付いたします。

■特別徴収（年金天引き）
　要件に該当される方は自動的に特別徴収（年金天引き）になります。（届け出は不要です。）
　※　特別徴収となるかどうかは日本年金機構等の判断となります。制度改正による保険料の減額
　　　等が生じた場合、納付書による普通徴収に変更となる場合があります。
■普通徴収（納付書または口座振替）
　役場から送られてくる納付書で期日内に納めていただきます。
　口座振替をご希望の方は、金融機関で手続きをしてください。
　※　口座振替の手続きをされている方について、「納付方法変更申出書」（役場へ申請）がなければ、
　　　年金天引きの対象者となった場合、特別徴収になる可能性があります。
　※　特別徴収からの変更には、事務手続きに２か月程度要します。変更を希望される方は、早め
　　　の手続きをお願いいたします。

仮算定 本算定
４月

（１期）
６月

（２期）
８月

（３期）
１０月
（４期）

１２月
（５期）

２月
（６期）

■特別徴収（年金天引き）

新しい保険証は
うすい緑色です

保険証について

①納期・期割り

②保険料の納め方

☆平成２９年７月の本算定により特別徴収の対象となった場合は、年金天引きの調整のため、７月、
　８月、９月の３期が普通徴収（納付書・口座振替）となり１０月より年金天引きとなりますので
　ご了承ください。
　※　本算定（７月初め）以降、所得更正があった場合は、保険料の増額分を併徴（特別徴収・普
　　　通徴収両方）で納めていただきます。

本算定
７月

（１期）
８月

（２期）
９月
（３期）

１０月
（４期）

１１月
（５期）

１２月
（６期）

１月
（７期）

２月
（８期）

３月
（９期）

本算定（普通徴収） 本算定（特別徴収）
７月

（１期）
８月

（２期）
９月

（３期）
１０月
（４期）

１２月
（５期）

２月
（６期）

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　住民課　後期高齢者医療係　℡　０７３５‐６２‐０５６１

保険料について

お知らせワイド
information

＂ねんりんピック＂の愛称で親しまれている『全国健康福祉祭』は、６０歳以上の方を中心とした
スポーツと文化の祭典です。厚生省（現：厚生労働省）創立５０周年に当たる昭和６３年（１９８８
年）から毎年各都道府県で開催されており、例年、スポーツ・文化交流大会には全国から約１万人
の選手および役員が参加しています。
　平成３１年（２０１９年）の第３２回大会は、和歌山県で開催されます。会期は平成３１年１１
月９日～１１月１２日までの４日間で、延べ約４０万人（観客含む）の参加人員が見込まれています。
　このたび、和歌山県の「ねんりんピック紀の国わかやま２０１９実行委員会」設立総会において、
下図のとおり交流大会の開催種目と会場地市町が正式決定されました。

お知らせワイド
information

福祉課からのお知らせ

ねんりんピック紀の国わかやま２０１９

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　福祉課　℡　０７３５‐６２‐０５６２

第３２回全国健康福祉祭和歌山大会

串本町では
サッカーが行われます！
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住民課からのお知らせ

国保財政の健全化に向けて（29）

お知らせワイド
information

いくら位黒字になったのか

○医療費
　２８年度は医療費が大きく下がったことと、
税率の改正、社保からの交付金の増加により、
医療費だけを見ると４, ５００万円余りの黒字
となりました。

　平成２８年度の国保会計の決算が確定しました。前回お知らせしたとおり黒字決算となり、そ
の額は７, ３００万円余りでした。原因の分析をする前に、まず何の費用がいくら位かかったのか、
収支を確認したいと思います。

○後期高齢者医療制度支援金
　７５歳以上の方全員が加入する後期高齢者医
療制度は、若い世代が分担金を納めることと
なっており、串本町国保も右図のとおり納めて
います。こちらは３９０万円の赤字となり、支
援金の変動が少ないので、計画どおりの赤字額
になりました。

○介護納付金
　介護保険は４０歳以上の方全員が保険料を納
めるようになっており、６４歳までは加入して
いる医療保険側が集め、納付金として介護保険
側に支払います。
　２８年度は納付金の割当てが大きく増えたた
め、９２０万円の赤字となり、２７年度よりも
赤字額が増えてしまいました。

○その他・まとめ
　国保税に関する部分の収支は上記のとおりで
すが、このほかに高額な医療費への国県負担金
約３, ０００万円などがあり、右表のとおりの
黒字決算となりました。
　次回以降、黒字の内容について分析していき
たいと思います。

収　入
支　出

税(医療分 )
国県補助金
社保交付金
法定繰入
その他

3億2,200万円

4億6,100万円

8億7,900万円

1億8,200万円
160万円

医療費
18億円

黒字：4,560万円

医療費 ４, ５６０万円
後期高齢者支援金 △ ３９０万円
介護納付金 △ ９２０万円
高額医療への負担金 約３,０００万円
退職国保交付金超過 約１,０００万円

合　計 約７,３００万円

収　入
支　出

赤字：９２０万円

税(介護分 )
国県補助金
法定繰入

4,275万円
5,600万円
1,275万円

介護納付金
1億2,060万円

収　入 支　出
税(後期分 )
国県補助金
社保交付金
法定繰入

1億450万円
1億6,520万円
1,800万円
4,120万円

後期高齢
医療支援金

3億3,280万円

赤字：３９０万円

お知らせワイド
information

新宮労働基準監督署からのお知らせ

労働条件ポータルサイト「確かめよう 労働条件」をご存じですか？
　厚生労働省では、賃金や労働時間といった労
働条件に関する情報発信を行うポータルサイト
「確かめよう　労働条件」を開設しています。
　このサイトは「『ブラック企業』ってどんな
会社なの？」「『ブラック企業』と言われないた
めにはどうすれば良いの？」など、労働条件や
労務管理に関するＱ＆Ａを、労働者やそのご家
族向け、事業主や企業の労務管理を担当してい
る方に分けて掲載するなど、閲覧者が利用しや
すいように情報を掲載しています。また、労働
条件に関する相談窓口もご紹介しています。

◇お問い合わせ先◇
　新宮労働基準監督署　監督・安衛課
　℡　０７３５‐２２‐５２９５

一般曹候補生 航空学生（パイロット養成） 自衛官候補生

応
募
資
格

１８歳以上２７歳未満の男女 １８歳以上２３歳未満の高卒以上
（見込みおよび高卒認定を含む）の
男女

１８歳以上２７歳未満の
男女

受
付 平成２９年９月８日（金）まで 随　時

試

　験

　日

【１次】
平成２９年９月中旬
【２次】
平成２９年１０月初旬

【１次】
平成２９年９月１８日（祝）
【２次】
平成２９年１０月中旬
【３次】
平成２９年１１月下旬～１２月中旬

受付時にお知らせします。

合
格
発
表

【１次】
平成２９年９月２９日（金）
【２次】
平成２９年１１月１０日（金）

【１次】
平成２９年１０月１０日（火）
【２次】
平成２９年１１月中旬
【最終】
平成３０年１月２２日（月）

合格発表日は試験日に
お知らせします。

採
用

予
定

平成３０年４月頃 平成３０年４月頃
（約６年間の教育を受けてパイロットに）

平成２９年夏頃または
平成３０年４月頃を予定

※複数種目の併願可能です。（例：一般曹候補生と自衛官候補生）
◇お問い合わせ先◇　自衛隊新宮地域事務所　℡　０７３５‐２１‐３４４９（FAX兼）

自衛隊新宮地域事務所からのお知らせ

自衛官等募集案内について

「確かめよう　労働条件」
http://www.check-roudou.mhlw.go.jp/
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■後援
　近畿海事広報協会、紀南海運協会、
　近畿運輸局、串本町、串本町教育委員会
■参加資格・定員・費用
　県内小学校５・６年生　定員２０名（先着順）
　参加費１，５００円（傷害保険料含む）
■申込期間
　平成２９年７月１日（土）～７月１５日（土）
◇お申し込み・お問い合わせ先◇
　〒６４９‐３５１４　
　和歌山県東牟婁郡串本町有田１１５７番地
　串本海中公園センター　マリンスクール係
　℡　０７３５‐６２‐４８７５

熊野自然保護官事務所からのお知らせ

串本海中観察会に参加しませんか？

■主旨
　海の生き物とじかに接し、その生態に触れる
ことによって、海への理解と興味をよりいっそ
う大きなものとするとともに、キャンプによる
共同生活を通して、児童の自主性および協調性
を培うことを目的とします。
■場所
　和歌山県東牟婁郡串本町有田１１５７番地
　串本海中公園センター
■期間（１泊２日）
　平成２９年８月７日（月）～８月８日（火）
■主催
　㈱　串本海中公園センター

串本海中公園からのお知らせ

マリンスクールの開催について

お知らせワイド
information

■日時
　第１回：平成２９年８月２１日（月）
　　　　　【予備日：８月２５日（金）】
　第２回：平成２９年８月２４日（木）
　　　　　【予備日：なし】
　※時間は各回午前１０時～午後４時まで
■場所
　串本海中公園
■内容
・ラムサール条約登録湿地の串本沿岸海域に生
　息するサンゴ群落と海の生き物について解説
・スノーケリングの実技講習および海中観察
■参加対象
　小学校４年生以上（小学生は保護者同伴）
■参加費（昼食代・保険料・施設利用料等含む）
　１人３，０００円
　※　中学生以下１人２，５００円
■定員
　各回２０名（抽選により決定）
　※お申し込みは１人１回まで

募集締切は
７月３１日必着

募集締切は
７月１５日

□住所
□氏名（ふりがな）
□生年月日

□日中連絡がつく電話番号
□スノーケル体験の有無
□参加希望日（いずれか）

◇お申し込み・お問い合わせ先◇
〒６４７‐００４３
　新宮市緑ヶ丘２‐４‐２０
　　環境省近畿地方環境事務所　
　　　熊野自然保護官事務所　
　℡　０７３５‐２２‐０３４２
　Mail　WB-KUMANO@env.go.jp

■お申し込み方法
　官製はがきまたは電子メールに下記の必要事
項を明記し、７月３１日（月）（必着）までに
環境省近畿地方環境事務所熊野自然保護官事務
所へお申し込みください。応募多数の場合は抽
選を行います。抽選結果は８月上旬に応募者全
員に通知し、当選者にはあわせて案内資料を発
送します。

必要事項

産業課からのお知らせ

花火大会のご寄付のお願い
　今年の熊野水軍古座河内祭の夕べの花火大会は７月２３日 (日 ) に、串本まつりの花火大会は８
月５日 (土 ) にそれぞれ開催が予定されています。
　つきましては、両花火大会を盛大に開催するため、今夏も町民の皆さまから広くご寄付を募らせ
ていただきたいと思います。イベントの趣旨をご理解いただき、ご寄付をいただける方は、下記に
て受け付けておりますので、ご協力をお願いいたします。
　なお、串本まつり花火大会では個人からの供養花火を受け付けています。（合同打ち上げとなる
ことをご了承ください。）お申し込みは７月１４日（金）までです。

■寄付受付場所
　串本町役場本庁舎、串本町役場古座分庁舎、　串本町・古座観光協会　等

◇受付・お問い合わせ先◇
・串本まつり実行委員会事務局　　  　　【串本町役場 産業課内】　℡　０７３５‐６２‐０５５７
・熊野水軍古座河内祭の夕べ実行委員会 　　　  【古座観光協会】　℡　０７３５‐７２‐０６４５

お知らせワイド
information

串本まつりの花火大会は８

串本海上保安署からのお知らせ

巡視船に乗ってみよう！
　串本海上保安署では、串本まつりの協賛行事として「巡視船体験航海」を次のとおり実施します。

■日時（①午前の部　②午後の部）
　平成２９年８月６日（日）
　①午前９時４０分～午前１１時１０分
　②午後１時４０分～午後　３時１０分
■場所
　串本港内および大島周辺海域
※海上荒天および緊急業務対応の場合は中止と
　なります。
■内容
・田辺海上保安部所属「巡視船みなべ」および
　串本海上保安署所属 「巡視艇むろづき」に
　よる体験航海
・㈱串本海中公園センターの協力によるウミガ
　メ放流（巡視船みなべ船上）
・午前・午後の部の体験航海実施後、岸壁上で
　自己救命策確保講習を実施
■定員　約２００名（①・②合わせて）
※小学生以下のお子さまを主な対象としたウミ

　ガメ放流を「みなべ」船上で実施するため、
　お子さま連れを優先的にみなべ乗船とし、
　「みなべ」・「むろづき」の定員となり次第、
　募集を締め切ります。
　※小学生以下は保護者同伴。
■お申し込み方法
　往復はがき（１枚に４名まで記入可）に「希
　望の部、代表者の住所・氏名・年齢・電話番
　号、乗船希望者の氏名・年齢」をご記入のう
　え、串本海上保安署までお申し込みください。
　返信はがきが乗船券になります。
　※定員計算に必要なため、年齢は必ず記入し
　　てください。

◇お申し込み・お問い合わせ先◇
〒６４９‐３５１０
　串本町サンゴ台７８３‐９　串本海上保安署
　℡　０７３５‐６２‐０２２６　

募集締切は
７月２５日必着
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お知らせワイド
information

串本町消防本部からのお知らせ

「普通救命講習」のご案内
　普通救命講習は、応急手当のうち、生命を救うために最低限必要なＡＥＤ
の使用方法を含めた成人に対する心肺蘇生法（胸骨圧迫と人工呼吸）、止血法
および異物除去法を学んでいただく講習です。最も身近な大切な方のため、いざという時のため、救
急医療週間にあわせて町民の皆さまにも広く受講していただきたいと思います。

①Ｑ助とは
　急な病気やけがをしたとき、該当する症状を画面上で選択していくと、緊急度
に応じた必要な対応（「いますぐ救急車をよびましょう」、「できるだけ早めに医
療機関を受診しましょう」等）が、緊急性をイメージした色とともに表示されます。
　その後、１１９番通報、医療機関の検索（厚生労働省の「医療情報ネット」に
リンク）等を行うことが出来るようになり、住民が行う緊急性の判断を支援する
ものとなっています。

串本町消防本部からのお知らせ

「全国版救急受診アプリ」（愛称 Ｑ
きゅうすけ

助）のご案内

■開催日時
　平成２９年９月３日（日）
　午後１時３０分～午後４時３０分
■場所　
　串本町防災センター　２階　防災研修室
■募集人数　３０名
■受付期間　
　平成２９年８月２０日（日）まで
　※定員になり次第、受付終了とさせていただ
　　きます。

■内容
　普通救命講習Ⅰ（３時間）
　ＡＥＤの使い方を含む心肺蘇生法。
　主に成人に対する処置の方法。

◇お申し込み・お問い合わせ先◇
　串本町消防本部　警防課
　℡　０７３５‐６２‐０１１９
　※お問い合わせの際は、「９月３日の救命講
　　習について」とお伝えください。

②「Ｑ助」の使用方法
■スマートフォン版
・消防庁ホームページ
　→救急お役立ちポータルサイト
　→全国版救急受診アプリ（愛称「Ｑ助」）から
　　ダウンロード可能です
・「App Store」や「Google play」で「Q助」
　で検索の上、ダウンロード可能です。
※アプリは iOS8.0 以上の iPhone 端末、
　Android OS 4.4 以上のスマートフォン・
　タブレット端末で利用可能です。

■Web版
・消防庁ホームページ
　→救急お役立ちポータルサイト
　→全国版救急受診アプリ（愛称「Q助」）の
　　Web版で閲覧可能です。

◇お問い合わせ先◇
　串本消防署　℡　０７３５‐６２‐０１１９
　古座消防署　℡　０７３５‐７２‐０１１９

お知らせワイド
information

産業課・企画課からのお知らせ

串本を元気にする事業を募集します !!
串本町では、串本を元気にする事業に対して、次のとおり助成をします。
詳しくは各担当課までお問い合わせください。

　串本町の特性を活かし、活力ある観光のまち
づくりを推進するため、地場産業と観光事業等
が協力して、観光客の増加に貢献する事業に対
して助成をします。
■対象
　和歌山東漁協、紀南・みくまの農協
　南紀森林組合、串本町商工会
　串本町・古座観光協会、ＮＰＯ

■助成金額
　申請された事業費の８０％以内の額。
　※　１件あたり助成限度額は２００万円。
■締切日
　平成２９年７月３１日（月）
◇申請受付・お問い合わせ先◇
　串本町役場　産業課
　℡　０７３５‐６２‐０５５７

　個性的で地域をアピールするイベント、日本
トルコ友好発祥の地である串本をアピールする
イベント等に対して助成をします。

■対象
　串本町内各団体、グループが実施する事業で
　原則３分の１以上の自己資金を持つもの。

■助成金額
　最高限度額は、原則として１件３０万円。
　最低限度額は、原則として１件１０万円。
■締切日
　平成２９年７月３１日（月）
◇申請受付・お問い合わせ先◇
　串本町役場　企画課
　℡　０７３５‐６２‐０５５６

地場産業育成および観光事業等推進資金助成事業

串本まちづくり応援事業

　子どもが成長していく過程では様々な問題で悩むこ
とがあります。そんな時は一人で悩まず、誰かに話を
するだけでも気持ちが楽になるものです。困った時の
相談窓口として「りぼん」をご利用ください。
　串本町には子育て支援室「りぼん」の他にも子育て
を応援してくれる機関があります。必要に応じて関係
機関にもお繋ぎします。
＊子育て支援センター「ぽかぽか園」の電話番号が
　６２‐５５５２に変更されました。

７月の子育て相談の日程

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

（　９：００～１２：００）
（１３：００～１６：００）

2202020
1333
6

18188
11
4

2225252252 2227272722

◇お問い合わせ先◇
　串本町役場　こども未来課　子育て支援室「りぼん」　℡　０７３５‐６７‐７０２７
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下記の日程で献血を行います。皆さんのご協力をよろしくお願いします (今月は２日実施します )。

日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）
1

2 3 4 5 6
　１歳８か月児
　健診

7
　きらきらくらぶ

8
　おひさまくらぶ
　集団健診
（ 古座分庁舎 ）

9
　集団健診
（ 古座分庁舎 ）

10 11
　かるがもひろば
　健康相談（※）

12 13 14
　献血
（ ＷＡＹ串本店 ）

15

16 17　海の日 18 19
　マタニティ教室

20
　離乳食教室

21
　きらきらくらぶ

22

23 24 25
　二種混合予防接種

26
　献血
（ 串本警察署 ）

27
　４か月児・
　１０か月児健診

28 29
　子育て支援
　ネットワーク会議

30 31

保健センターだより
※健診・教室等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５‐６２‐６２０６）まで

7月の行事カレンダー

 

※　開催場所：保健センター　／　時間：午後１時３０分～午後３時　　希望者 (４０歳以上の女性 ) に骨密度測定を実施します。
　　骨密度測定を希望される方は、７月１０日 (月 ) までにお申し込みください。 ( 先着３０名様）

◎各事業の対象となる方には個別にご連絡しております。母子・成人事業

　今年度（平成２９年度）７月・８月に予定しておりました日本脳炎２期集団予防接種は、全国的
なワクチン不足の影響により、延期させていただくこととなりました。延期の対象者は次に該当す
る方々です。

【対象者】
・平成１９年４月２日～平成２０年４月１日生まれの方（今年度小学校４年生）
・平成１２年４月２日～平成１４年４月１日生まれの方（今年度高校１・２年生）
　　
　対象となる方にはご心配・ご迷惑をおかけし、大変申し訳ございません。
　今後ワクチンが入荷し、接種の体制が整い次第、対象の方には個別通知を
させていただきますので、ご理解・ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

日本脳炎２期集団予防接種延期のお知らせ

■日時　平成２９年７月１４日 (金 )
　　　　１０時～１２時
　　　　１３時～１６時　　　　　　　　　　　
■場所　ＷＡＹ串本店前駐車場

■日時　平成２９年７月２６日 (水 )
・９時～１１時３０分
　場所：串本町消防本部前
・１３時～１５時４５分
　場所：串本警察署前　　　

献血にご協力ください
)

)

講師　近藤　直子　氏
・発達心理学者
・日本福祉大学名誉教授
・ＮＰＯあいち障がい者センター理事長

【日 時】　平成２９年７月２９日（土）
　　　　　受付：１２時３０分～　　　　　
　　　　　開始：１３時３０分～（１６時終了予定）
【場 所】　串本町保健センター
【参加費】　無料
【対象者】　子育て支援・子育てに興味のある方はどなたでも

◇お申し込み・お問い合わせ先◇
　串本町保健センター　℡　０７３５‐６２‐６２０６

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

第３回 子育て支援ネットワーク会議 in串本
～すべての子どもたちに豊かな発達保障を～

特別講演
　発達するってどういうこと？こどもってステキ !!
　　　　～大人になっていくこども達～

栄養士がお母さんと一緒に離乳食を作ります。
今まで気になっていたことも実習をしながら聞いてみませんか？

【日　時】　平成２９年７月２０日（木）
　　　　　１３時３０分～１５時３０分
【場　所】　串本町文化センター　１階　調理室
【対象者】　対象者には個別にご案内します。

１歳未満のお子さんがいらっしゃる保護者であれば、どなたでも参加できます。
（希望者が多数の場合は、初回参加者を優先。）お子さん・お父さんもご一緒にどうぞ！
お子さんは文化センター和室でお預かりします。

なお、準備の都合がありますので参加を希望される方は、７月１８日（火）までに保健センター
（℡　０７３５‐６２‐６２０６）にご連絡ください。

離乳食教室を開催します

kikakuzaisei
長方形
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　熱中症の発症が急増するのは７月と８月です。熱中症は気温の高い環境で生じる健康障害の総称
です。体温調節機能がうまく働かず、体液が不足し体内に熱が蓄積されて発症します。子どもや高
齢者、体調不良の方、肥満の方、日頃から運動をしていない方などは熱中症になりやすく重症にな
ると死に至る恐れがありますので、熱中症にならない対策が大切です。
　最高気温が高い日だけではなく、湿度が高い場合や風が弱い、日差しが強いなどの環境でも起こ
りやすくなります。

■くしもと町立　　　　
　　　病院コーナー ■

Vol.63

熱中症は予防が大切！

分　類 主な症状

Ⅰ度　軽症
　現場での応急処置可能

めまい、筋肉痛、
こむら返り、大量の発汗

Ⅱ度　中等症
　病院への搬送が必要

頭痛、気分の不快、
おうと、体に力が入らない

Ⅲ度　重症
　入院が必要

意識がなくなる、
けいれん、運動障害

■熱中症の症状

風通しのよい日陰やクーラーの効いている
室内への避難
ベルトやネクタイはゆるめて風通しをよく
し体から熱を放散
首周辺、脇の下、足の付け根を濡れタオル
などで集中的に冷やす
経口補水液や塩あめなどを補給する

◎

◎

◎

◎

■疑われる人を見かけたら

熱中症の症状は、下記の区分に分けられていますが、
急速に症状が進行しますので早めの処置が重要です。

（１）暑さを避ける
・日陰を選んで歩いたり、日傘や帽子の着用
・室内では扇風機やエアコンを活用したり、すだれやカーテンで暑さを避ける
（２）衣類の工夫
・通気性がよく、汗を吸収してくれる吸収性のよい衣類
・襟元はゆるめて熱や汗が出て行きやすいような衣類
（３）こまめに水分補給
・暑い日は知らない間に汗をかいているので、こまめに水分補給
・経口補水液や塩あめなどで水分といっしょに塩分も補給
（４）その他
・食事をしっかり摂る
・自分の限界を知り、頑張りすぎない

■熱中症を防ぐために、日頃の生活から予防対策！

おうと、体に力がはいらない、ろれつが回らない等の症状が現れたら至急病院受診を！

くしもと町立病院では、平成３０年４月１日付け採用の看護師を次のとおり募集しています。

　日本では大腸がんで亡くなる方が年間約５万人います。臓器別順位では２位（男性３位、女性１
位）であり、和歌山県の大腸がん死亡割合は全国４位です。
　【大腸がん治療についての公開講座を下記のとおり開催します。】

平成２９年８月８日（火）
午後７時００分～
くしもと町立病院　２階講義室　
無料
「大腸がん治療」
副院長　船井　貞往
（近畿大学医学部外科客員教授）
くしもと町立病院

日 時

場 所
参 加 費
内 容
講 師

主 催

■

■
■
■
■

■

院内公開講座のお知らせ

高齢になると見た目だけでなく見えない部分にも影響が現れてきます。住み慣れた地域で、笑顔で、
健やかな生活を送るための講演や運動を分かりやすく説明します。楽しみながら学べる介護予防公
開講座を下記のとおり開催しますので、ご近所お誘い合わせのうえご参加ください。

介護予防公開講座の開催

平成２９年７月２１日（金）
午後１時３０分～
串本町文化センター
２階Ａ会議室
理学療法士　岸尾　俊尚
無料

日 時

場 所

講 師
参加費

■

■

■
■

平成２９年７月２７日（木）
午前１０時００分～
西向多目的集会所
理学療法士　岸尾俊尚
無料

日 時

場 所
講 師
参加費

■

■
■
■

① ②

ご近所お誘い合わせの
うえご参加ください。／

／

く
し
も
と
町
立
病
院

　副
院
長

　船
井

　貞
往

看 護 師 募 集

■募集職種　　看護師（正看護師）
　※平成２９年度中に看護師免許取得予定者含む
■採用人員　　若干名　　　　　　
■試験内容　　面接および作文　　　
■採用予定日　平成３０年４月１日
■募集期間　　平成２９年７月　１日（土）～
　　　　　　　　　　　　７月２８日（金）

◇お問い合わせ先◇　くしもと町立病院　℡　０７３５‐６２‐７１１１

※　動きやすい服装でご参加願います。
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　このたび、新宮市・串本町をはじめとする東牟婁地域の町村で、資格を持った専門相談員を常設
し、悪質商法による被害や契約などのトラブルに対し、解決のための助言や情報提供、あっせんな
ど消費生活に関する相談を受け付ける「新宮・東牟婁地域消費生活相談窓口」を開設しました。
　買い物や契約をした際にトラブルに巻き込まれ不安に思うときや、身近な人が被害に遭っている
と感じたときは下記へご相談ください。

新宮・東牟婁地域消費生活相談窓口からのお知らせ

「悪質商法」  こんなときは１
い や や

８８にダイヤルを！

お知らせワイド
information

消費者相談の広域連携窓口を開設しました !

こんなときは１
い や や

８８にダイヤルを！

被害に遭わないための５か条

◇ご相談・お問い合わせ先◇
・新宮・東牟婁地域消費生活相談窓口（新宮市役所３階　商工観光課内）　℡　１８８
　開設時間：午前９時～午後４時（土・日、祝日および年末年始を除く）
　※原則、新宮市の相談窓口に繋がりますが、日・時間帯によっては他の消費生活センターに
　　繋がる場合があります。
・串本町役場　産業課　℡　０７３５‐６２‐０５５７

①いらないものは「いりません！」ときっぱり断りましょう
②その場ですぐ契約しないで、よく確かめて、家族や友人など信頼できる人に相談しましょう
③個人情報（住所・氏名・電話番号・メールアドレス・口座など）を安易に提供しないように
　しましょう
④納得できない請求には慎重に対応しましょう
⑤おかしいと思ったら相談窓口へ問い合わせましょう

・ワンクリック詐欺に遭った
・いらない健康食品が送り付けられた。
・身に覚えがない請求書が届いた。

・「還付金がある」とあやしい電話があった。
・悪質な訪問販売で商品を買わされた。

た。

☆７月の重点監視エリア　・・・　潮岬
　不法投棄をなくすことを目指して、町内に監視カメラを設置しています。
　また、巡回パトロールも重点的に行います。
◇お問い合わせ先◇
　串本町役場　住民課　環境グループ　℡　０７３５‐７２‐００８３
　新宮保健所　串本支所　　　　　　　℡　０７３５‐７２‐０１３６

住民課からのお知らせ

不法投棄監視カメラ設置中！
ごみはルールを守って、
きちんと捨てましょう♪

　皆さん、こんにちは。地域おこし協力隊の木
戸です。
　現在の活動はご高齢の方々を中心に運動指導
をさせていただいていますが、５・６月は串本
高校古座校舎へ伺い、高校生の皆さんに体育の
授業の一環としてボクササイズやヨガ、ピラ
ティス等のエクササイズを紹介し体験していた
だきました。
　慣れないエクササイズに挑戦してもらったの
で、「若者よ、頑張れ！」と応援したくなる場
面もありましたが、やはり若いだけあってどの
生徒さんも適応力が高く、紹介している私の方
が楽しんでいました。
　学生さん達には「色んなエクササイズ、イン
ストラクターという職業」を知ってもらう事で
「世の中には色んな人・事がある＝多様性」を
感じ取り、これからの人生の経験値の一つに
なってもらえたらと願っています。

　夏になり気温が上昇すると、予想以上に汗を
かき「喉が渇いた」と感じる頃には「実は軽い
脱水状態だった。」という事がよくあります。
　屋外に限らず一日中屋内で過ごす方も、日頃
から水筒を携帯するなど、どうか意識をして水
分の補給に努めてください。
　水分の補給はがぶ飲みをせず、少しずつ口に
含み補給しましょう！！
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 地域おこし協力隊です！
地域おこしのために奮闘している協力隊の活動内容などをお届けします。

皆さん、こんにちは！
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※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。
　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口
　にお申し出ください。

（５月受付分　敬称略）

公益財団法人和歌山県市町村振興協会

日

串本古座高校の皆さんにボクササイズを紹介
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和
歌
山
東
漁
業
協
同
組
合

　
　
荷
捌
き
場
　
２
階
　
交
流
体
験
室

▼
出
席
者

　
仁
坂
吉
伸
和
歌
山
県
知
事
（
主
催
者
）

　
田
嶋
勝
正
串
本
町
長
（
開
催
地
町
長
）

▼
内
容

①
知
事
に
よ
る
県
行
政
の
重
点
施
策
や
各

　
地
域
の
課
題
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
に
関

　
す
る
説
明

②
知
事
と
参
加
者
と
の
意
見
交
換

▼
備
考

・
駐
車
で
き
る
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
お
車
で
ご
来
場
の
際
は
、
で
き

　
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
和
歌
山
県

　
知
事
室

　
広
報
課

　
℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
０
３
４

・
東
牟
婁
振
興
局

　
地
域
振
興
部

　
企
画
産
業
課

和
歌
山
県
行
政
報
告
会
の

開

催

に

つ

い

て

　
和
歌
山
県
主
催
に
よ
る
「
和
歌
山
県
行

政
報
告
会
」
を
串
本
町
で
開
催
し
ま
す
。

「
和
歌
山
県
行
政
報
告
会
」
で
は
、
知
事

が
県
行
政
の
重
点
施
策
や
各
地
域
の
課
題
、

ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
、
参

加
さ
れ
た
県
民
の
皆
さ
ま
と
直
接
意
見
交

換
を
し
ま
す
。

　
串
本
町
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時

　
平
成
29
年
７
月
25
日
（
火
）

　
午
後
４
時
〜
午
後
５
時
30
分
ま
で

▼
開
催
場
所

　
串
本
町
串
本
１
８
８
４

串本町の人口と世帯

人口
男性 
女性 
世帯

平成２９年５月末現在（前月比）

１６，７７1人（－１４）
７, ８９３人（±　０）
８, ８７８人（－１４）
８, ７７５世帯（±　０）

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

火災件数（1月からの累計）

建物
林野
その他
合計

３件
０件
１件
４件

※平成２９年５月３１日が基準日

救急件数（1月からの累計）

交通
急病
その他
合計

３４件
３１７件
１４７件
４９８件

※平成２９年５月３１日が基準日

お知らせ
I N F O R M A T I O N

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
４

・
串
本
町
役
場
　
総
務
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
５
５

移

動

県

民

相

談

の

開

催

に

つ

い

て

▼
日
時

　
平
成
29
年
７
月
19
日
（
水
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

▼
場
所

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
串
本
町
串
本
２
４
２
７

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

　
離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の

　
法
律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）

　
お
よ
び
行
政
相
談

▼
事
前
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

お
知
ら
せ

　
平
成
29
年
７
月
５
日
（
水
）

　
午
前
９
時
か
ら

※
東
牟
婁
振
興
局

　
総
務
県
民
課
へ

　
　
　
　
　
電
話
予
約
（
先
着
９
名
）

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

串

本

町

図

書

館

よ

み

き

か

せ

会

　
串
本
町
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２
土
曜

日
の
午
前
10
時
か
ら
、
３
歳
以
上
の
子
ど

も
さ
ん
を
対
象
に
、
よ
み
き
か
せ
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の

ほ
か
、
折
り
紙
や
手
遊
び
な
ど
も
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
７
月
の
開
催
日
時

　
平
成
29
年
７
月
８
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
図
書
館

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
４
６
５
３

串
本
町
身
体
障
害
者

連
盟
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
串
本
町
身
体
障
害
者
連
盟
と
は
、
身
体

障
害
者
の
自
立
更
生
と
福
祉
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
身
体
障
害
者
福
祉
法

に
基
づ
き
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
で
す
。
町
内
で
は
障
が
い
を
持
つ
多
く

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

冠婚葬祭、イベント送迎。団体でのご旅行などにご利用ください

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696

串本タクシー株式会社

小型貸切バス 御好評運行中

▼
人
権
行
政
相
談

　

①
７
月
６
日
（
木
）

　
　
会
場

　
串
本
町
役
場
本
庁
舎

②
７
月
20
日
（
木
）

　
　
会
場
　
和
深
公
民
館

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も
　

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
で
す
。

相
談

▼
納
期
限
　
平
成
29
年
７
月
31
日
（
月
）

○
固
定
資
産
税
（
２
期
）

○
国
民
健
康
保
険
税
（
４
期
）

○
介
護
保
険
料
（
４
期
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
１
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

今
月
の
納
税

の
方
が
、
こ
の
連
盟
に
加
入
し
、
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
も
串

本
町
身
体
障
害
者
連
盟
に
加
入
し
、
社
会

参
加
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
役
場

　
福
祉
課

　
串
本
町
身
体
障
害
者
連
盟
係

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
６
２

調
停
相
談
会
の
開
催

　
串
本
調
停
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
民

事
に
関
す
る
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

調
停
申
立
の
方
法
、
調
停
は
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
る
の
か
、
調
停
で
解
決
す
れ
ば

ど
の
よ
う
な
効
力
が
あ
る
の
か
な
ど
、
実

際
に
民
事
調
停
に
携
わ
っ
て
い
る
調
停
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

　
平
成
29
年
７
月
20
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所

　
串
本
簡
易
裁
判
所

▼
内
容

　
民
事
（
土
地
建
物
・
金
銭
の
貸
借
・
交

　
通
事
故
な
ど
）
に
関
す
る
調
停
の
手
続

　
き
に
つ
い
て

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
簡
易
裁
判
所

　
庶
務
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
２
１
２

kikakuzaisei
長方形

kikakuzaisei
長方形



7.30（日）バンドライブ
【時間】13:00～17:00
【場所】文化センター大ホール

7.29（土）橋杭ビーチサマーフェスタ2017
【時間】10:00～11:30
【場所】橋杭海水浴場
【内容】フラダンス披露、SUP綱引き
　　　　水中玉入れ、ビーチサンダル飛ばし など
　　　　　

8.5（土）
串本節おどり（道中おどり）
【時間】18:15～19:30
【場所】ローソン串本店様裏～串本漁港

花火大会
【時間】20:00～21:00
【場所】串本漁港内突堤先

8.6（日）
ふれあい広場
【時間】9:00～11:00
【場所】町立体育館

☆関連イベントとして串本海上保安署に
　ご協力いただき、巡視船体験航海が
　行われます。詳しくは本紙15ページを
　ご覧ください。

鮎のつかみ取り
【時間】11:00～12:00
【場所】文化センター駐車場

ビンゴゲーム大会
【時間】13:30～
【場所】町立体育館

ダンスイベント
【時間】14:00～17:00
【場所】文化センター大ホール

KU
SH
IM
O
TO
 The Public Inform

ation M
agazine

広
報
　
く
し
も
と

No.147

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

【時間】17:30～
【場所】古座港一帯
【内容】各団体女性部などの民謡踊り
　　　　その他イベント
　20:00～花火大会

（日（土）
橋杭ビーチ
サマーフェスタ2017

行われます。詳しくは本紙15ページを
ご覧ください。ご覧ください。

（日）

平成２９年

kikakuzaisei
長方形


